
【令和５年度】取組方針フォローアップ（代表取組紹介）

国土交通省 （１）水害に強い人づくりの推進・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ３～Ｐ９
≪内容： 防災教育・出前講座の推進≫
（２）情報伝達のための環境づくりの推進
≪内容： 合同ラジオにおける防災情報の発信≫
≪内容： 大雨・台風時の合同説明会≫
（４）内水被害軽減に向けた取組の実施
≪内容： ワンコイン浸水センサの設置≫
≪内容： 小丸川において樹木伐採を実施≫

宮崎地方気象台 （２）情報伝達のための環境づくりの推進・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ１０～Ｐ１２
≪内容： 防災気象情報の充実≫

宮崎県 （１）水害リスク情報の提供・充実・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ１３～Ｐ１８
≪内容： 洪水浸水想定区域図のない水害リスク情報空白地域の解消≫
≪内容： 出前講座・防災学習の実施≫
≪内容： 防災啓発≫
≪内容： 防災情報の共有≫

高鍋町 （１）水害に強い人づくりの推進・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ１９～Ｐ２２
≪内容： 防災士の養成について≫
≪内容： 自主防災組織の育成支援について≫
（２）情報伝達のための環境づくり推進
≪内容： 防災行政無線「戸別受信機」貸与事業≫

資料５
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【令和５年度】取組方針フォローアップ（代表取組紹介）

木城町 （１）水害に強い人づくりの推進・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ２３～Ｐ２６
≪内容： 住民避難訓練の実施≫
≪内容： 防災出前講座の開催 ≫
（４）内水被害軽減に向けた取組の推進
≪内容： ワンコイン浸水センサの設置≫

川南町 （１）水害に強い人づくりの推進・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ２７～Ｐ３０
≪内容： 消防団の魅力発進≫
≪内容： 防災ハザードマップの更新・配布≫

資料５
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■取組（１）水害に強い人づくりの推進

「防災教育・出前講座の推進」

■取組（２）情報伝達のための環境づくりの推進

「合同ラジオにおける防災情報の発信」

「大雨・台風時の合同説明会」

■取組（４）内水被害軽減に向けた取組の実施

「ワンコイン浸水センサの設置」

「小丸川において樹木伐採を実施」

国土交通省 宮崎河川国道事務所

【令和５年度】施策の取組事例
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（１）水害に強い人づくりの推進 宮崎河川国道事務所

宮崎河川国道事務所では、教員を目指す学生等を対象に出前講座を実施しました。

＜宮崎国際大学＞
○令和5年10月7日(土)
○内容：風水害と対策

＜宮崎公立大学＞
○令和5年10月24日(火)
○内容：自然災害と防災

＜宮崎大学＞
○令和5年12月21日(木)
○内容：水災害と防災減災

生徒の授業感想を見ると「防災情報を確認し、事前に備えておきたい」というような感想が多く、防災意
識が高まっていることを感じたところ。今回の講義が生徒たちの防災士資格取得に繋がることを期待。
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（１）水害に強い人づくりの推進 宮崎河川国道事務所

宮崎河川国道事務所では、地域へのより一層の防災教育の普及・推進を目的に高鍋高校
に対する防災教育を実施しました。

令和5年10月26日(木)
相手方：高鍋高校探求科学科１年生
内 容：河川整備と防災について
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（２）情報伝達のための環境づくりの推進 宮崎河川国道事務所

宮崎河川国道事務所では、地域への防災教育として、ＭＲＴラジオ✕エフエム宮崎の２局合
同防災ラジオで防災に関する国の取り組みについて発信しました。

○令和５年８月３１日（木）
○２局合同防災ラジオ２０２３「地震防災タイムライン」
○内容：防災に関する国土交通省の取り組みについて

ＭＲＴ宮崎放送

宮崎河川国道事務所
エフエム宮崎
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（２）情報伝達のための環境づくりの推進 宮崎河川国道事務所

前線に伴う大雨や台風第６号の接近により災害発生の危険度が急激に高まる可能性がある
ため、住民に対し早めの避難行動を呼びかけることを目的に、合同説明会を実施し、警戒レ
ベルの説明や防災情報の取得について周知しました。

●令和５年７月１日大雨に関する合同説明会
日時：令和５年６月３０日（金）１３時３０分～
形式：オンライン

●令和５年７月３日大雨に関する合同説明会
日時：令和５年７月３日（月）１１時００分～
形式：オンライン

●令和５年台風第６号に関する合同説明会
日時：令和５年８月６日（日）１０時００分～
場所：宮崎地方気象台会議室（１階） （WEB併用）
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（４）内水被害軽減に向けた取組の推進 宮崎河川国道事務所

実証実験中のワンコイン浸水センサについて、町と連携し設置を行った。

浸水センサ設置状況（高鍋町内） 浸水センサ設置状況（木城町内）

浸水センサ表示システム（デモ画面）
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（４）内水被害軽減に向けた取組の推進 宮崎河川国道事務所

小丸川において河道の維持管理として河道掘削を実施しました。

←

小
丸
川
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気象庁 宮崎地方気象台

■取組（２）情報伝達のための環境づくりの推進

「防災気象情報の充実」

【令和５年度】施策の取組事例
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「明るいうちから早めの避難」 ･･･ 段階的に対象地域を狭めていく

「迫りくる危険から直ちに避難」 ･･･ 段階的に予測の活用範囲を広げ少しでも早いタイミングで発表

令和11(2029)年～

市町村単位で危険度の把
握が可能な危険度分布形
式の情報を半日前から提供

令和８(2026)年～

2～3時間前を目標に
発表

令和４(2022)年～

広域で半日前から予測
(令和4年6月提供開始)

令和３(2021)年
線状降水帯の発生を
お知らせする情報

(令和3年6月提供開始)

イメージ

線状降水帯の雨域を表示

次期静止
気象衛星
令和11年度
運用開始予定

「顕著な大雨に関する気象情報」について、これまで発表基準を実況で満たしたときに発表していまし
たが、線状降水帯による大雨の危機感を少しでも早く伝えるため、令和5年（2023年）5月25日から、雨
量等の予測技術を活用し、最大30分程度前倒しして発表する改善を実施しました。

線状降水帯による大雨の可能性をお伝え

令和５(2023)年～
最大30分程度早い段階で発表

(令和5年5月提供開始)

昨年の新たな運用
顕著な大雨に関する

気象情報

大雨に関する気象情報など

雨量予測等の活用

（２）情報伝達のための環境づくりの推進 宮崎地方気象台

・防災気象情報の充実

県単位で半日前
から予測

令和６(2024)年～
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【参考】線状降水帯の予測精度向上に向けた取組（観測・予測の強化）

成長
発生

積乱雲が次々に発生して連なり大雨が持続 線状降水帯

暖かく湿った風
（水蒸気を含む風）

「局地的大雨の監視の強化」
○二重偏波気象レーダーにより、正確な
雨量、積乱雲の発達過程を把握し、
局地的大雨の監視能力を強化

へんぱ

「洋上観測の強化」
○海洋気象観測船の代船建造、
船舶GNSS観測の拡充により、
線状降水帯上流の水蒸気観
測能力の強化

「大気下層の観測の強化」
○マイクロ波放射計、アメダス更新（湿
度観測を追加）、高層気象観測装
置の更新強化により、大気下層の水
蒸気観測能力の強化

観測の強化

さらに発達した
積乱雲積乱雲

水蒸気量等の観測データ

予測の強化 「次世代スーパーコンピュータの整備等」

• 高度化した局地アンサンブル予報等の数値予報モデルに
よる予測精度向上等を早期に実現するためのスーパー
コンピュータシステムの整備

• 線状降水帯の機構解明のための、梅雨期の集中観測、
関連実験設備（風洞）の強化

• スーパーコンピュータ「富岳」を活用した予測技術の開発

「気象衛星観測の強化」
○極軌道気象衛星受信
装置、最新センサ活用に
係る技術開発

大量の予測計算を実施し、
これらの結果を分析すること
により、より確からしい予報
を提供

より細かく、高度な気象予測
を実施可能に

予測モデルの高解像度化 アンサンブル予報

スーパーコンピュータ「富岳」

「次期静止
気象衛星」

○令和５年に
整備着手
令和11年度に
運用開始予定

©RIKEN

線状降水帯は、現状の観測・予測技術では、正確な予測が困難なため、水蒸気観測等の強化、強化した
気象庁スーパーコンピュータや「富岳」を活用した予測技術の開発等を進め、速やかに防災気象情報の高度
化に反映し、住民の早期避難に資する情報を提供する。

気象庁スーパー
コンピュータシステム
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■取組（１）水害リスク情報の提供・充実

「出前講座・防災学習の実施」

「防災啓発」

「防災情報の共有」

「洪水浸水想定区域図のない水害リスク情報空白地域の解消」

宮崎県

【令和５年度】施策の取組事例
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出前講座・防災学習の実施 【宮崎県危機管理課】

区分 対策内容 実施内容 事業主体
工 程

短 期 中 期 中長期

被害の軽減、早期復旧・復興
のための対策

出前講座・防災学習の実施
防災士養成研修・防災士出前
講座 等

宮崎県

○防災士養成研修…災害時において最も重要な「自助・共助」を推進するため、地域防災の核となる防災士を
養成している。

○防災士出前講座…自主防災組織や自治会、学校や企業に防災士を講師として派遣する出前講座を実施し、地
域の防災力を向上させている。

宮崎県防災士養成研修

・令和５年４月末現在の防災士数
〈宮崎県〉 6,674名（人口10万人当たり634名）
〈全国〉 256,962名（人口10万人当たり205名）

・防災士数の順位
全国・・・14位 九州・・・３位（福岡、大分に次ぐ）
※人口10万人比では、全国６位

宮崎県防災士出前講座

・養成してきた防災士を活用し、自治会や自主防災組織等で実施する
研修等に防災士を講師として派遣する。

【防災士出前講座の主な内容】
 地震・津波についての基礎講座
 気象・火山についての基礎講座
 家具固定に関する講座・実習
 地域の地図を用いたワークショップ
 避難所運営ゲーム等を用いた防災学習

（１）水害リスク情報の提供・充実 宮崎県危機管理課

【令和５年度実績】
開催回数：１５７回 延べ８，７４８人
内訳：地域住民 ８１回、小学校 １５回、中学校 ９回、高校 ８回

民間企業 ３９回 等

14



防災啓発 【宮崎県危機管理課】

区分 対策内容 実施内容 事業主体
工 程

短 期 中 期 中長期

被害の軽減、早期復旧・復興
のための対策

住民自らの避難行動に資する
ためのリスク情報の共有

防災啓発 等 宮崎県

○宮崎県防災の日（5月第4日曜日）における普及・啓発事業
○防災週間（8月30日～9月5日）における普及・啓発事業

令和５年度宮崎県防災の日（令和５年度は５／２８）における啓発事業

より多くの人に防災に触れてもらい（見て、聞いて、体験して）、興味関心を持って
もらうため、イオンモール宮崎にて防災の日フェアを開催した。

令和５年度防災週間における啓発事業

台風シーズン前の８月３０日～９月５日にかけて、テレビ、SNS広告等
で啓発した。
①避難情報の周知、避難場所・避難のタイミング
②備蓄・非常持出品

（チラシ）

（ヒナタテラス）

（北側駐車場）

（１）水害リスク情報の提供・充実 宮崎県危機管理課

① ②

テレビＣＭ ４５本

テレビ告知（６０秒） ３回

ラジオ取材 １回

街頭ビジョン（アミュビジョン） ２３８回

街頭ビジョン（一番街ビジョン） ５３２回

ＳＮＳ広告（Youtube） ４２６，４１５回

ＳＮＳ広告（Instagram） １，０１２，１９６回
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区分 対策内容 実施内容 事業主体
工 程

短 期 中 期 中長期

被害の軽減、早期復旧・復興
のための対策

水防災意識の醸成 防災情報の共有 宮崎県

宮崎県防災情報共有システム＝SIP４D利活用システム
※SIP4Dとは、多数の組織から異なる形式で発信される様々な情報を、集約・加工・変換して提供する基盤的
防災情報流通ネットワーク

システムの概要

宮崎県防災情報共有システム

道路情報

避難所情報

被害情報

停電情報

異種情報の統合

 集約・地図化

➡共通の状況図

 情報を視覚的に把握

➡情報の分析や対策立案に寄与

救助活動支援

物資提供支援

復旧活動支援

各対応業務で使える地図
組織、部局バラバラな情報

システムのイメージ

共有システム画面

（１）水害リスク情報の提供・充実 宮崎県危機管理課

防災情報の共有 【宮崎県危機管理課】
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指定対象河川拡大イメージ

県管理河川数 28 河川
今後浸水想定区域図を
作成する小規模河川

28 河川

洪水浸水想定区域図のない水害リスク情報空白域の解消 ＜高鍋土木事務所管内＞

＜凡例＞
■･･･直轄区間（指定区間外）
■･･･県管理区間（指定区間）
■･･･県管理区間（二級水系）

 洪水予報河川・水位周知河川以外の小規模河川においても、浸水想定図を作成することで水害リ
スク情報空白域を解消していく

 作成した洪水浸水想定区域図データを提供することで、ハザードマップ作成に活用いただく

（１）水害リスク情報の提供・充実 宮崎県高鍋土木事務所

区分 対策内容 実施内容 事業主体
工 程

短 期 中 期 中長期

被害の軽減、早期復旧・復
興のための対策

土地のリスク情報の充実・提
供

未策定区間の浸水想定区
域図作成

宮崎県
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 毎年６月の土砂災害防止月間を中心に宮崎県では、防災意識の啓発を図るため、小中学生を対象とした
「土砂災害防止教室」、地区住民を対象とした「土砂災害防止講座」を開催している

 パワーポイントや土砂災害の模型を使用し、土砂災害の発生メカニズムや砂防施設効果について説明

土砂災害防止教室
（土砂災害の危険性の説明）

土砂災害防止講座
（パワーポイントを使用した説明）

出前講座・防災学習の実施 【宮崎県 高鍋土木事務所）】

区分 対策内容 実施内容 事業主体
工 程

短 期 中 期 中長期

被害の軽減、早期復旧・復興
のための対策

防災学習の推進 出前講座・防災学習の実施 宮崎県

【R5対象市町村実績】

土砂災害防止教室
（土砂災害の危険性の説明）

防災ポスター掲示 懸垂幕掲示

土砂災害に対する啓発活動

市町村名
土砂災害防止教室 土砂災害防止講座

実施校数 参加者数 実施地区数 参加者数

高鍋土木事務所管内 1校 115名 2地区 37名

高鍋町 - - 1地区 24名

木城町 1校 115名 - -

川南町 - - 1地区 13名

流域市町村計 1校 115名 2地区 37名

（１）水害リスク情報の提供・充実 宮崎県高鍋土木事務所
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■取組（１）水害に強い人づくりの推進

「防災士の養成について」

「自主防災組織の育成支援について」

■取組（２）情報伝達のための環境づくりの推進

「防災行政無線「戸別受信機」貸与事業」

高鍋町

【令和５年度】施策の取組事例
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（１）水害に強い人づくりの推進 高鍋町

⑴地域における防災リーダーとしても活躍が期待される防災士を育成するために、防災士養成研修の際
に必要となる個人負担（試験受講料3,000円＋資格認証登録料5,000円＋納付手数料）の補助を実施して
います。

・令和６年３月1日現在における町内在住の防災士 ・・・ 173名
・令和５年度中に補助対象受講者数 ・・・ 7名

⑵地域における防災士の推進を図る目的で、防災士取得以降のフォローアップや高鍋町の防災に関す
る知識の普及などを継続的に行っていくために、これまでに町内の防災士を対象に、出水期前に希望
者を募り防災士フォローアップ研修を実施しています。

・開催日 令和５年５月１４日（日）

午前１０時から（２時間）

・開催場所 高鍋町美術館 多目的ホール

・内容 ①防災・危機管理について

・ ②地域防災計画について

・ ③高鍋長防災リーダー制度等、他

・参加者 ５３名

20



（１）水害に強い人づくりの推進 高鍋町

自主防災組織の育成及び活性化促進のため、防災資機材整備に要する経費として40万円／団体
を補助金として１団体に交付しました。

・令和５年度補助団体：畑田自治公民館、竹鳩自治公民館
・令和６年３月１日現在での結成状況： 結成地区数 ２７地区／８４地区

町民の防災意識の向上を図ることを目的として、防災に関する出前講座を実施しています。

・実施状況：５回（１１３名が受講）

創価学会 ： ７月１２日（２８名）

自立支援協議会 ： ７月１８日（１８名）

高鍋高校 ： ９月１４日（２５名）

大工小路自治公民館 ：１０月１５日（１２名）

高鍋町社会福祉協議会 ：１１月３０日（３０名）

・内容：地震・津波対策、洪水等の防災対策等について、危機管理専門員による講話
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（２）情報伝達のための環境づくりの推進 高鍋町

津波浸水区域や土砂災害警戒区域に指定され、かつ防災行政無線放送の屋外
拡声子局からの放送が聴こえにくい状況にある地域の世帯に対し、戸別受信機を
無償で貸与し、重大な自然災害に対する被害を防止することを目的とする事業で
す。

・令和６年３月１日現在 貸与：1,465台
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■取組（１）水害に強い人づくりの推進

「住民避難訓練の実施」

「防災出前講座の開催」

■取組（４）内水被害軽減に向けた取組の推進

「ワンコイン浸水センサの設置」

木城町

【令和５年度】施策の取組事例
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住民避難訓練の実施

（１）水害に強い人づくりの推進 木城町

避難所までの経路及び所要時間等の確認を目的
に、指定避難所となっている「みどりの杜木城学
園」への住民避難訓練を実施した。

実施日：令和５年１１月５日

参加団体：四日市自主防災組織

参加者数：３０人（２０世帯）
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防災出前講座の開催

町民の防災意識の向上を図ることを目的と
して、防災に関する出前講座を開催した。

・町公民館（令和５年７月１６日。１５人）

・第２回公民館長会（令和５年８月２２日。２５人）

・比木公民館（令和５年９月１７日。１８人）

・下鶴公民館（令和５年９月１７日。１２人）

（１）水害に強い人づくりの推進 木城町
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ワンコイン浸水センサの設置
内水氾濫による浸水状況の早期に把握することを目的に、国土
交通省の実証実験に参加し、国土交通省と連携しながら町内
２ヶ所にワンコイン浸水センサを設置した。

（４）内水被害軽減に向けた取組の推進 木城町
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■取組（１）災害に強い人づくりの推進

「消防団の魅力発進」

「防災ハザードマップの更新・配布」

川南町

【令和５年度】施策の取組事例
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■消防団の魅力発信
消防団の魅力を発信し、若者の入団促進に繋げるため、消防団の年間活動の体験動画を作成

し、Youtubeで配信。消防団の活動や動画を紹介するチラシを前期、後期活動分で作成し、町内全
戸に配布

（１）チラシ作成
前期活動分と後期活動分の２回に分けてチラシを作成し、全世帯（約６，２００世帯）に配布
消防団の活動内容等を掲載

（１）水害に強い人づくりの推進 川南町
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（２）動画制作
現役団員のほかに２人のＰＲ団員を任命し、実施に活動を体験してもらう動画を作成
テレビCMやYoutubeで配信し、消防団の魅力を発信した。

【実績】
広告媒体・・・TVCM １４回放送 ／ Youtube 100万回視聴
協力団員・・・延べ７１人 29



■防災ハザードマップの更新・配布
川南町防災ハザードマップの主な更新内容

① 指定避難所、指定緊急避難場所の更新
② ため池浸水想定区域の表示
③ 高潮浸水想定区域の表示
④ 外国語版（３か国）の作成（インドネシア語版／クメール（カンボジア）語版／ベトナム語版
⑤ 拡大版の作成

【地図面（拡大版）】

【表面】

（１）水害に強い人づくりの推進 川南町

30


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	（１）水害に強い人づくりの推進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮崎河川国道事務所
	（１）水害に強い人づくりの推進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮崎河川国道事務所
	（２）情報伝達のための環境づくりの推進　　　　　　　　　　　　　　宮崎河川国道事務所
	（２）情報伝達のための環境づくりの推進　　　　　　　　　　　　　　宮崎河川国道事務所
	（４）内水被害軽減に向けた取組の推進　　　　　　　　　　　　　　宮崎河川国道事務所
	（４）内水被害軽減に向けた取組の推進　　　　　　　　　　　　　　宮崎河川国道事務所
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	 【参考】線状降水帯の予測精度向上に向けた取組（観測・予測の強化）
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	（１）水害に強い人づくりの推進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高鍋町
	（１）水害に強い人づくりの推進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高鍋町
	（２）情報伝達のための環境づくりの推進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高鍋町
	スライド番号 23
	（１）水害に強い人づくりの推進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木城町
	スライド番号 25
	スライド番号 26
	スライド番号 27
	■消防団の魅力発信�　　消防団の魅力を発信し、若者の入団促進に繋げるため、消防団の年間活動の体験動画を作成し、Youtubeで配信。消防団の活動や動画を紹介するチラシを前期、後期活動分で作成し、町内全戸に配布�
	スライド番号 29
	■防災ハザードマップの更新・配布�　　川南町防災ハザードマップの主な更新内容�

